
(57)【要約】

【課題】本発明は、簡略な構成で施工性のよい耐震壁、

及び耐震壁構造体の構築方法を提供する。

【解決手段】鉄筋コンクリート造の柱２と大梁４から構

成されるラーメン架構よりなる構造物１は、前記大梁４

と交差する方向で対をなす柱２どうしを連結するように

配される耐震壁６を備えている。耐震壁６の両側面で大

梁４とのパネルゾーン１７と隣り合う高さ位置に、取り

合い部に一般に用いられる接合用の鉄筋等を突出させる

ことなく耐震壁６と大梁４とは一体化を図ることを目的

に、コンクリート粗面６ａが形成されている。　また、

耐震壁６には、対をなす柱２を連結する壁梁１１が備え

られており、その高さ位置は、対をなす柱２の天端より

も下方に配置されている。これにより、柱２と大梁４と

のパネルゾーン１７には、耐震壁６に係る配筋が存在し

ない構成となっている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 と 大 梁 と を 備 え る ラ ー メ ン 架 構 の 構 造 物 に 備 え ら れ 、 前 記 大 梁 に
交 差 し 、 対 を な す 柱 ど う し を 連 結 す る よ う に 配 さ れ る 耐 震 壁 で あ っ て 、
該 耐 震 壁 の 両 側 端 面 各 々 に は 、 前 記 柱 と 大 梁 と の パ ネ ル ゾ ー ン を 形 成 す る 高 さ 位 置 に 、 コ
ン ク リ ー ト 粗 面 が 設 け ら れ る と と も に 、
該 耐 震 壁 に 備 え ら れ て 、 対 を な す 前 記 柱 を 連 結 す る 壁 梁 が 、 前 記 柱 と 大 梁 と の パ ネ ル ゾ ー
ン よ り 下 方 の 高 さ 位 置 に 配 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 耐 震 壁 。
【 請 求 項 ２ 】
床 ス ラ ブ 上 面 か ら 直 上 階 の 床 ス ラ ブ 下 面 に 達 す る 高 さ を 有 す る 耐 震 壁 、 及 び 該 耐 震 壁 の 両
側 部 に 配 置 さ れ る と と も に 、 耐 震 壁 と 比 較 し て 高 さ の 低 い 対 を な す 柱 よ り な り 、 所 定 の 離
間 距 離 を 持 っ て 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数 の 耐 震 壁 構 造 体 と 、
前 記 柱 の 天 端 か ら 直 上 階 の 床 ス ラ ブ 下 面 に 達 す る 梁 成 を 有 し 、 前 記 耐 震 壁 に 対 し て 交 差 す
る よ う に 配 さ れ 、 隣 り 合 う 耐 震 壁 構 造 体 の 向 か い 合 う 柱 の 上 部 ど う し を 連 結 す る 大 梁 と を
備 え る 構 造 物 の 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 で あ っ て 、
床 ス ラ ブ の 上 面 に 、 前 記 耐 震 壁 構 造 体 を 構 成 す る 柱 の 柱 筋 及 び 耐 震 壁 の 壁 筋 を 配 設 し て 構
造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト を 構 築 し 、 こ れ ら を 囲 う よ う に コ ン ク リ ー ト 型 枠 を 配 置 し た 後 、
該 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト の 柱 筋 を 埋 設 す る 高 さ ま で コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 工 程 を 、 床 ス ラ
ブ の 上 面 に 配 さ れ た 複 数 の 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト 各 々 に 対 し て 順 次 行 い 、 前 記 コ ン ク リ ー ト
の 硬 化 後 、
複 数 の 前 記 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト 各 々 に 対 し て 、 前 記 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト の 壁 筋 を 埋 設 す る
高 さ ま で 、 再 度 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と を 特 徴 と す る 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 施 工 性 を 向 上 さ せ る 耐 震 壁 と 、 該 耐 震 壁 及 び 該 耐 震 壁 の 両 側 に 配 さ れ た 対 を な
す 柱 よ り な る 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 高 層 も し く は 超 高 層 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 よ り な り 、 耐 震 壁 を 備 え る 構 造 物 の
構 築 に 際 し 、 コ ン ク リ ー ト 型 枠 の 高 転 用 を 目 的 と し て 各 階 の 躯 体 施 工 を Ｖ 部 （ 柱 、 壁 な ど
の 垂 直 部 分 ） と Ｈ 部 （ ス ラ ブ な ど の 水 平 部 分 ） に 分 け て 施 工 す る い わ ゆ る Ｖ Ｈ 分 離 打 設 工
法 が 一 般 に 適 用 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の よ う な 構 築 方 法 で は 、 壁 梁 が 耐 震 壁 の 上 部 に 一
体 的 に 構 築 さ れ て い る こ と か ら 、 壁 梁 と 大 梁 の 設 置 高 さ が ほ ぼ 同 様 と な る た め 、 壁 梁 の 主
筋 定 着 部 が 柱 と 大 梁 と の パ ネ ル ゾ ー ン 内 に 存 在 す る こ と と な り 、 Ｖ 部 を な す 耐 震 壁 及 び 柱
へ の コ ン ク リ ー ト 打 設 後 に 行 わ れ る Ｈ 部 を な す 大 梁 を 構 成 す る 大 梁 鉄 筋 の 組 み 立 て に 干 渉
す る こ と と な る 。
こ の よ う な 現 象 に 対 処 す べ く 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 柱 間 の 耐 震 壁 を 壁 梁 ま で 構 築 し
て 壁 梁 の 主 筋 を 柱 内 に 挿 通 さ せ る よ う に 配 設 す る も の の 、 柱 上 部 に 対 向 載 置 さ れ た 大 梁 の
下 端 筋 は 、 前 記 壁 梁 を 構 成 す る 主 筋 の 定 着 部 を 挟 ん で 柱 の 中 心 線 よ り 手 前 で 折 り 曲 げ る よ
う に 配 筋 す る 構 成 等 が 考 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ４ ２ ０ ３ ７ 号 公 報 （ 第 ４ 図 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 述 す る 構 成 で は 、 壁 梁 を 構 成 す る 主 筋 の 定 着 部 が 柱 と 大 梁 と の パ ネ ル ゾ ー ン 内
に 残 存 す る た め 、 耐 震 壁 及 び 柱 へ の コ ン ク リ ー ト 打 設 時 に 、 コ ン ク リ ー ト の ス ム ー ス な 打
設 の 妨 げ に な る 場 合 が 多 い 。 ま た 、 前 記 耐 震 壁 を 構 成 す る 壁 配 筋 の 定 着 部 も 柱 と 大 梁 と の
パ ネ ル ゾ ー ン 内 に 存 在 す る た め 、 耐 震 壁 及 び 柱 へ の コ ン ク リ ー ト 打 設 後 に 行 わ れ る 大 梁 を
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構 成 す る 梁 鉄 筋 の 組 み 立 て に 干 渉 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 事 情 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 簡 略 な 構 成 で 施 工 性 の よ い 耐 震 壁 、 及 び 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ 記 載 の 耐 震 壁 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 と 大 梁 と を 備 え る ラ ー メ ン 架 構 の 構 造
物 に 備 え ら れ 、 前 記 大 梁 に 交 差 し 、 対 を な す 柱 ど う し を 連 結 す る よ う に 配 さ れ る 耐 震 壁 で
あ っ て 、 該 耐 震 壁 の 両 側 端 面 各 々 に は 、 前 記 柱 と 大 梁 と の パ ネ ル ゾ ー ン を 形 成 す る 高 さ 位
置 に 、 コ ン ク リ ー ト 粗 面 が 設 け ら れ る と と も に 、 該 耐 震 壁 に 備 え ら れ て 、 対 を な す 前 記 柱
を 連 結 す る 壁 梁 が 、 前 記 柱 と 大 梁 と の パ ネ ル ゾ ー ン よ り 下 方 の 高 さ 位 置 に 配 さ れ る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 は 、 床 ス ラ ブ 上 面 か ら 直 上 階 の 床 ス ラ ブ 下 面 に 達
す る 高 さ を 有 す る 耐 震 壁 、 及 び 該 耐 震 壁 の 両 側 部 に 配 置 さ れ る と と も に 、 耐 震 壁 と 比 較 し
て 高 さ の 低 い 対 を な す 柱 よ り な り 、 所 定 の 離 間 距 離 を 持 っ て 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数 の 耐 震
壁 構 造 体 と 、 前 記 柱 の 天 端 か ら 直 上 階 の 床 ス ラ ブ 下 面 に 達 す る 梁 成 を 有 し 、 前 記 耐 震 壁 に
対 し て 交 差 す る よ う に 配 さ れ 、 隣 り 合 う 耐 震 壁 構 造 体 の 向 か い 合 う 柱 の 上 部 ど う し を 連 結
す る 大 梁 と を 備 え る 構 造 物 の 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 で あ っ て 、 床 ス ラ ブ の 上 面 に 、 前 記
耐 震 壁 構 造 体 を 構 成 す る 柱 の 柱 筋 及 び 耐 震 壁 の 壁 筋 を 配 設 し て 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト を 構 築
し 、 こ れ ら を 囲 う よ う に コ ン ク リ ー ト 型 枠 を 配 置 し た 後 、 該 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト の 柱 筋 を
埋 設 す る 高 さ ま で コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 工 程 を 、 床 ス ラ ブ の 上 面 に 配 さ れ た 複 数 の 構 造
体 配 筋 ユ ニ ッ ト 各 々 に 対 し て 順 次 行 い 、 前 記 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 後 、 複 数 の 前 記 構 造 体 配
筋 ユ ニ ッ ト 各 々 に 対 し て 、 前 記 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト の 壁 筋 を 埋 設 す る 高 さ ま で 、 再 度 コ ン
ク リ ー ト を 打 設 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 耐 震 壁 、 及 び 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 は 、 耐 震 壁 に 内 包 さ れ る 壁 梁 を 前 記 柱 の パ
ネ ル ゾ ー ン よ り 下 方 に 配 置 す る と と も に 、 耐 震 壁 の 両 側 端 面 に お け る 柱 の パ ネ ル ゾ ー ン と
の 取 り 合 い 部 に は 、 一 般 に 用 い ら れ る 接 合 用 の 鉄 筋 等 を 突 出 さ せ る こ と な く 、 耐 震 壁 と 大
梁 と の 一 体 化 を 図 る た め の コ ン ク リ ー ト 粗 面 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 柱 と 大 梁 と の パ ネ
ル ゾ ー ン 内 の 配 筋 を 簡 略 化 す る と と も に 、 該 耐 震 壁 と 該 耐 震 壁 の 両 側 部 に 備 え ら れ た 対 を
な す 柱 よ り な る 耐 震 壁 構 造 体 の 施 工 性 を 向 上 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 ２ と 大 梁 ４ か ら 構 成 さ れ る ラ ー メ ン 架 構 よ り
な る 構 造 物 １ は 、 前 記 大 梁 ４ と 交 差 す る 方 向 で 対 を な す 柱 ２ ど う し を 連 結 す る よ う に 配 さ
れ る 耐 震 壁 ６ を 備 え て い る 。
該 耐 震 壁 ６ の 両 側 面 に 位 置 す る 対 を な す 柱 ２ は 、 柱 主 筋 ３ ａ 及 び 帯 筋 ３ ｂ よ り な る 柱 筋 ３
を コ ン ク リ ー ト １ ６ で 埋 設 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 に よ り な り 、 床 ス ラ ブ １ ８ の 上 面 に 配
置 さ れ て い る 。 そ の 高 さ は 、 前 記 耐 震 壁 ６ よ り も 低 く 、 柱 ２ の 天 端 と 図 示 し な い 直 上 階 の
床 ス ラ ブ の 下 面 と の 間 に 、 所 望 の 大 き さ の 梁 成 を 備 え る 大 梁 ４ を 配 置 で き る 高 さ に 構 築 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
一 方 、 前 記 耐 震 壁 ６ は 、 地 震 時 の 水 平 荷 重 に 対 し て 効 果 的 に 抵 抗 し 、 前 記 柱 ２ や 大 梁 ４ へ
の 水 平 力 の 負 担 を 軽 減 す る も の で あ り 、 床 ス ラ ブ １ ８ の 上 面 か ら 直 上 階 の 床 ス ラ ブ の 下 面
に 達 す る 高 さ を 有 し て い る 。 こ の よ う な 耐 震 壁 ６ は 、 前 記 柱 ２ や 大 梁 ４ と 同 様 に 、 鉄 筋 コ
ン ク リ ー ト 造 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 耐 震 壁 ６ を 構 成 す る 壁 筋 ７ が 、 壁 横 筋 ８ と 壁 縦 筋 ９
を メ ッ シ ュ 状 に 配 筋 し た メ ッ シ ュ ユ ニ ッ ト ７ ａ を 、 所 定 の 離 間 間 隔 を 設 け て 平 行 に 対 を な
し て 配 置 す る こ と に よ り 構 成 さ れ て 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ に よ り 埋 設 さ れ て い る 。
な お 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 柱 ２ と 隣 り 合 う 高 さ 位 置 に 配 さ れ た 壁 横 筋 ８ の 端 部 に は 、
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柱 ２ の 内 方 に 突 出 す る よ う に 、 柱 接 続 筋 １ ９ が 固 着 手 段 を 介 し て 固 着 さ れ て い る 。
ま た 、 柱 ２ の 天 端 よ り 上 方 で 大 梁 ４ と の パ ネ ル ゾ ー ン １ ７ と 隣 り 合 う 高 さ 位 置 の 耐 震 壁 ６
の 両 端 面 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 取 り 合 い 部 に 一 般 に 用 い ら れ る 接 合 用 の 鉄 筋 等 を 突 出
さ せ る こ と な く 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 大 梁 ４ と の 接 合 強 度 を 向 上 す る こ と を 目 的 に 、 コ ン
ク リ ー ト 粗 面 ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 コ ン ク リ ー ト 粗 面 ６ ａ は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設
時 に 粗 面 形 成 用 の 型 枠 を 用 い る 構 成 や 、 コ ン ク リ ー ト 硬 化 後 に い わ ゆ る コ ッ タ ー を 設 け る
構 成 等 、 表 面 に コ ン ク リ ー ト の 定 着 を 向 上 さ せ る よ う な 粗 面 が 形 成 さ れ る 構 成 で あ れ ば 、
何 れ の 手 段 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
と こ ろ で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 該 耐 震 壁 ６ に は 、 前 記 柱 ２ 上 方 の パ ネ ル ゾ ー ン １ ７ よ り 下
方 の 高 さ 位 置 に 、 対 を な す 柱 ２ を 連 結 す る 壁 梁 １ １ が 備 え ら れ て い る 。 し た が っ て 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 前 記 メ ッ シ ュ ユ ニ ッ ト ７ ａ の 対 を な す 柱 ２ の 天 端 よ り も 下 方 で 、 中 間 部 の
高 さ 位 置 に は 、 複 数 の 壁 梁 主 筋 １ ２ ａ 、 及 び 該 壁 梁 主 筋 １ ２ ａ に 交 差 し こ れ ら を 内 包 す る
よ う に 配 さ れ る 複 数 の あ ば ら 筋 １ ２ ｂ が 一 体 的 に 配 設 さ れ て お り 、 該 メ ッ シ ュ ユ ニ ッ ト ７
ａ を 、 所 定 の 離 間 間 隔 を 設 け て 平 行 に 対 を な し て 配 置 す る こ と に よ り 、 壁 筋 ７ に 前 記 壁 梁
１ １ を 構 成 す る 壁 梁 筋 １ ２ が 形 成 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て
、 該 壁 梁 筋 １ ２ の 高 さ 位 置 は 、 対 を な す 柱 ２ の 上 部 近 傍 に 配 さ れ て い る が 、 必 ず し も こ れ
に こ だ わ る も の で は な く 、 柱 ２ の 天 端 よ り も 下 方 で あ れ ば 、 何 れ の 高 さ 位 置 に 設 け る 構 成
と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 述 す る 構 成 よ り な る 耐 震 壁 ６ と 対 を な す 柱 ２ は 、 両 者 の 取 り 合 い 部 に 跨 る よ う に 配 さ れ
た 柱 接 続 筋 １ ９ が コ ン ク リ ー ト １ ６ に 埋 設 さ れ る と と も に 、 壁 筋 ７ の 内 方 に 備 え ら れ た 壁
梁 筋 １ ２ の 壁 梁 主 筋 １ ２ ａ も 、 端 部 を 柱 ２ の 内 方 に 突 出 さ れ た 状 態 で コ ン ク リ ー ト １ ６ に
埋 設 さ れ る こ と に よ り 一 体 化 さ れ 、 Ｖ 部 （ 躯 体 の 垂 直 部 ） と な る 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ を 構 成
す る こ と と な る 。
ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 耐 震 壁 ６ は 、 集 合 住 宅 と し て 利 用 さ れ る 構 造 物 １ の
戸 境 壁 と し て 用 い ら れ て お り 、 該 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ は 、 構 造 物 １ の 階 層 毎 に 、 所 定 の 離 間
間 隔 を 持 っ て 平 行 に 複 数 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 隣 り 合 う 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ ど う し は 、 向
か い 合 う 柱 ２ の 上 部 に 大 梁 ４ が 架 け 渡 さ れ る こ と に よ り 連 結 さ れ て い る 。 該 大 梁 ４ は 、 先
に も 述 べ た よ う に 耐 震 壁 ６ と 交 差 し て 柱 ２ の 上 面 に 配 さ れ て お り 、 耐 震 壁 ６ の 両 側 面 に 形
成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 粗 面 ６ ａ に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 よ り な る 大 梁 ４ の コ ン ク リ ー ト が 十
分 に 定 着 す る こ と に よ り 、 耐 震 壁 ６ と 大 梁 ４ と は 一 体 化 が 図 ら れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に 、 該 耐 震 壁 ６ は 、 そ の 両 側 部 で 前 記 柱 ２ の 天 端 よ り 上 方 に 位 置 す る パ ネ ル ゾ ー
ン １ ７ に 、 壁 筋 ７ の 壁 横 筋 ８ 及 び 壁 梁 筋 １ ２ の 壁 梁 主 筋 １ ２ ａ を 突 出 さ せ る こ と は な い た
め 、 柱 ２ 及 び 耐 震 壁 ６ よ り 構 成 さ れ る 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ へ の コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 障 害 と
な る こ と が な い と と も に 、 パ ネ ル ゾ ー ン １ ７ に 前 記 大 梁 ４ を 構 成 す る 大 梁 筋 ５ を 配 設 す る
際 に も 柱 筋 ３ 以 外 に 抵 触 す る も の が な い た め 、 施 工 性 を 向 上 で き る も の で あ る 。
ま た 、 大 梁 ４ は 、 耐 震 壁 ６ の 両 側 面 に 形 成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 粗 面 ６ ａ に 十 分 に 定 着 さ れ
る た め 、 取 り 合 い 部 に 一 般 に 用 い ら れ る 接 合 用 の 鉄 筋 等 を 突 出 さ せ る こ と な く 耐 震 壁 ６ と
大 梁 ４ と は 一 体 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う な 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ 、 及 び 隣 り 合 う 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ を 連 結 す る 大 梁 ４ を 備 え た
構 造 物 １ に お け る 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ の 構 築 方 法 を 以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 施 工 途 中 の 構 造 物 １ で 最 上 階 に 位 置 す る 階 層 の 床 ス ラ ブ
１ ８ の 上 面 に 、 前 記 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ を 構 成 す る 柱 ２ の 柱 筋 ３ 及 び 耐 震 壁 ６ の 壁 筋 ７ を 配
設 し て 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ を 複 数 構 築 し 、 こ れ ら 各 々 を を 囲 う よ う に コ ン ク リ ー ト 型
枠 １ ４ を 配 置 す る 。
前 記 耐 震 壁 ６ の 壁 筋 ７ は 、 壁 横 筋 ８ と 壁 縦 筋 ９ を メ ッ シ ュ 状 に 配 筋 し 、 所 望 位 置 に 壁 梁 筋
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１ ２ を 構 成 す る 壁 梁 主 筋 １ ２ ａ 及 び あ ば ら 筋 １ ２ ｂ を 配 設 し た メ ッ シ ュ ユ ニ ッ ト ７ ａ を あ
ら か じ め 工 場 等 に お い て 製 作 し て お き 、 こ れ を 現 場 に 搬 入 後 、 床 ス ラ ブ １ ８ の 上 面 で 所 望
の 位 置 に 対 を な し て 配 設 す る 。 こ れ に 伴 い 、 耐 震 壁 ６ を 構 成 す る 壁 梁 ７ に 備 え ら れ る 壁 梁
筋 １ ２ も 同 時 に 構 築 さ れ る 。 こ の 後 、 前 記 柱 ２ の 柱 筋 ３ を 、 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ の 両
側 部 各 々 に 配 設 し 、 該 柱 筋 ３ の 内 方 に 突 出 す る よ う に 、 メ ッ シ ュ ユ ニ ッ ト ７ ａ を 構 成 す る
壁 横 筋 ８ の 端 部 に 、 柱 接 続 筋 １ ９ を 固 定 手 段 を 介 し て 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の と き 、 柱 筋 ３ よ り 上 方 に 位 置 す る メ ッ シ ュ ユ ニ ッ ト １ ０ を 構 成 す る 壁 横 筋 ８ の 端 部 に
は 、 仕 上 が り の 耐 震 壁 ６ の 両 側 面 に コ ン ク リ ー ト 粗 面 ６ ａ を 形 成 さ せ る た め の 粗 面 形 成 型
枠 １ ５ を 取 り 付 け て お く 。 こ の 後 、 柱 筋 ３ 及 び 壁 筋 ７ を 覆 う よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 型 枠 １
４ を 配 置 す る 。
な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ に は 、 工 場 等 で 製 作 さ れ た 既 製 パ ネ
ル を 現 場 で 組 み 立 て る の み で 用 い る こ と の で き る シ ス テ ム 型 枠 を 用 い て い る 。 ま た 、 必 ず
し も 粗 面 形 成 型 枠 １ ５ を 設 置 す る 必 要 は な く 、 コ ン ク リ ー ト 硬 化 後 に い わ ゆ る コ ッ タ ー を
設 け る 作 業 を 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ の 内 方 に 、 前 記 柱 筋 ３ を 埋 設
す る 高 さ ま で コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 す る 工 程 を 、 床 ス ラ ブ の 上 面 に 配 さ れ た 複 数 の 構 造
体 配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ 各 々 に 対 し て 順 次 行 う 。
こ れ に よ り 、 前 記 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ の う ち 、 前 記 柱 筋 ３ 及 び 壁 梁 筋 １ ２ の 両 者 へ の
コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 が 終 了 し た こ と と な る 。
こ の 後 、 こ れ ら コ ン ク リ ー ト １ ６ が 硬 化 し た 後 に 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 複 数 の 前 記
構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ に 設 け ら れ た 該 コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ の 内 方 に 、 前 記 壁 筋 ７ の 埋
設 す る 高 さ ま で 、 再 度 前 記 コ ン ク リ ー ト １ ６ を 順 次 打 設 す る 。
こ れ に よ り 、 壁 梁 ７ へ の コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 も 終 了 し た こ と と な り 、 構 造 体 配 筋 ユ ニ
ッ ト １ ０ へ の コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 が 、 ２ 段 階 の 工 程 を 経 て 終 了 し た こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 、 １ ユ ニ ッ ト ず つ 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ を 構 築 す る の で は な く 、 作 業 を 分 割 し 、 １
つ の 階 層 に 配 さ れ る 複 数 の 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ を 同 時 に 構 築 す る 方 法 は 、 耐 震 壁 構 造 体 １ ３
の 柱 ２ が 耐 震 壁 ８ に 比 べ て 天 端 レ ベ ル を 低 く 構 成 さ れ て い る た め 、 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト １
０ に 対 し て 、 柱 筋 ３ を 埋 設 す る 高 さ を 天 端 と す る コ ン ク リ ー ト １ ６ が 硬 化 し な い ま ま に 、
壁 筋 ７ を 埋 設 す る 高 さ ま で コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 す る と 、 柱 筋 ３ を 埋 設 し た コ ン ク リ ー
ト １ ６ が コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ よ り 吹 き 出 す 現 象 が 生 じ や す い 。 し た が っ て 、 柱 筋 ３ を 埋
設 す る 高 さ を 天 端 と す る コ ン ク リ ー ト １ ６ が 硬 化 す る ま で の 時 間 を 利 用 し て 、 他 の 構 造 体
配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ に 対 し て 、 同 様 の 作 業 を 平 行 し て 行 う こ と に よ り 、 時 間 を 有 効 に 利 用 し
な が ら 、 柱 筋 ３ を 埋 設 し た コ ン ク リ ー ト １ ６ が コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ よ り 吹 き 出 す 現 象 を
防 止 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 平 行 し て 構 築 す る 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ の 数 量 は 、 隣 り 合 う ２ 体 に 対 し て 順 次 行 う 方 法
や 、 同 じ 階 層 に 構 築 す る 予 定 の 複 数 の 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ に 対 し て 順 次 行 う 方 法 等 、 コ ン ク
リ ー ト 型 枠 １ ４ の 数 量 に 応 じ て 何 れ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 前 記 構 造 物 １ は 、 こ れ ら コ ン ク リ ー ト １ ６ が 硬 化 し 、 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ が 構 築 さ れ
た 後 、 コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ 及 び 粗 面 形 成 型 枠 １ ５ を 解 体 し 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、
前 記 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ を 構 成 す る 柱 ２ の 上 部 で 隣 り 合 う 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ を 連 結 す る よ う
に 大 梁 ４ を 構 成 す る 大 梁 筋 ５ を 配 設 し 、 図 示 し な い コ ン ク リ ー ト 型 枠 を 配 置 し た 上 で コ ン
ク リ ー ト １ ６ を 打 設 し て 大 梁 ４ を 構 築 す る と と も に 、 図 示 し な い 上 階 の 床 ス ラ ブ を 構 築 す
る 工 程 を 各 階 層 ご と で 繰 り 返 す こ と に よ り 、 構 築 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 述 す る 構 成 に よ れ ば 、 前 記 耐 震 壁 ６ は 、 耐 震 壁 ６ に 内 包 さ れ て い る 壁 梁 ７ の 壁 梁 筋 １ ２
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の 端 部 が 、 柱 ２ 上 方 の パ ネ ル ゾ ー ン １ ７ を 抵 触 す る こ と が な い た め 、 壁 筋 ７ と 柱 筋 ３ を 備
え る 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ へ の コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 時 に 、 障 害 と な る も の が な く 、
ス ム ー ズ に 打 設 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 大 梁 ４ を 構 成 す る 大 梁 筋 ５ の 構 築 に 際 し 、
パ ネ ル ゾ ー ン １ ７ に は 柱 筋 ３ 以 外 に 抵 触 す る 配 筋 が 存 在 し な い た め 、 作 業 が 容 易 で 施 工 性
が よ く 、 工 期 短 縮 に 大 き く 寄 与 す る こ と が で き る 。
ま た 、 耐 震 壁 ６ の 両 側 面 に は コ ン ク リ ー ト 粗 面 ６ ａ が 形 成 さ れ る た め 、 大 梁 ４ と 耐 震 壁 ６
と の 取 り 合 い 部 に 一 般 に 用 い ら れ る 接 合 用 の 鉄 筋 等 を 突 出 さ せ る こ と な く 、 耐 震 壁 ６ と 大
梁 ４ と の 接 合 強 度 は 十 分 に 確 保 さ れ て お り 、 容 易 に 一 体 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 柱 ２ と 耐 震 壁 ６ を 備 え た 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ の 構 築 方 法 は 、 前 記 柱 筋 ３ を 埋 設 す る 高 さ
ま で 前 記 コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 す る 工 程 を 、 壁 筋 ７ と 柱 筋 ３ を 備 え る 複 数 の 構 造 体 配 筋
ユ ニ ッ ト １ ０ に 順 次 行 い 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ が 硬 化 し た 後 に 、 壁 筋 ７ の 埋 設 す る 高 さ ま で
再 度 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ を 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ に 順 次 打 設 す る こ と か ら 、 柱 筋 ３ を 埋
設 す る 高 さ を 天 端 と し た コ ン ク リ ー ト １ ６ が 硬 化 す る ま で の 時 間 に 、 柱 筋 ３ を 埋 設 す る 高
さ を 天 端 と し た コ ン ク リ ー ト １ ６ が コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ よ り 吹 き 出 す こ と を 防 止 し な が
ら 、 他 の 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト １ ０ へ の コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 作 業 を 平 行 し て 行 え る た め
、 平 行 作 業 に よ る 工 期 短 縮 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 前 記 耐 震 壁 ６ は 、 あ ら か じ め 工 場 等 で 製 作 し た メ ッ シ ュ ユ ニ ッ ト １ ０ を 、 現 場 に 搬
入 し 配 置 す る の み で よ い た め 、 耐 震 壁 ６ の 配 筋 を 単 純 化 す る こ と が で き 、 工 費 削 減 、 工 期
短 縮 に 大 き く 寄 与 で き る も の で あ る 。
さ ら に 、 耐 震 壁 構 造 体 １ ３ の 構 築 に 用 い る コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ に 、 セ パ レ ー タ を 用 い な
い も の や 、 コ ン ク リ ー ト 型 枠 １ ４ の 足 下 位 置 決 め ア ン グ ル に セ パ レ ー タ 機 能 を 持 た せ た も
の 等 、 組 み 立 て 及 び 脱 型 に 要 す る 時 間 を 短 縮 で き る 耐 震 壁 用 の 型 枠 を 採 用 す れ ば 、 よ り 工
期 短 縮 に 寄 与 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ 記 載 の 耐 震 壁 に よ れ ば 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 と 大 梁 と を 備 え る ラ ー メ ン 架 構
の 構 造 物 に 備 え ら れ 、 前 記 大 梁 に 交 差 し 、 対 を な す 柱 ど う し を 連 結 す る よ う に 配 さ れ る 耐
震 壁 で あ っ て 、 該 耐 震 壁 の 両 側 端 面 各 々 に は 、 前 記 柱 と 大 梁 と の パ ネ ル ゾ ー ン を 形 成 す る
高 さ 位 置 に 、 コ ン ク リ ー ト 粗 面 が 設 け ら れ る と と も に 、 該 耐 震 壁 に 備 え ら れ て 、 対 を な す
前 記 柱 を 連 結 す る 壁 梁 が 、 前 記 柱 と 大 梁 と の パ ネ ル ゾ ー ン よ り 下 方 の 高 さ 位 置 に 配 さ れ る
こ と か ら 、 柱 筋 及 び 壁 筋 へ の コ ン ク リ ー ト の 打 設 時 に 、 障 害 と な る も の が な く 、 ス ム ー ズ
に 打 設 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 大 梁 を 構 成 す る 大 梁 筋 の 構 築 に 際 し 、 パ ネ ル ゾ ー ン
に は 柱 筋 以 外 に 抵 触 す る 配 筋 が 存 在 し な い た め 、 作 業 が 容 易 で 施 工 性 が よ く 、 工 期 短 縮 に
大 き く 寄 与 す る こ と が で き る 。
ま た 、 耐 震 壁 の 両 側 面 に は コ ン ク リ ー ト 粗 面 が 形 成 さ れ る た め 、 大 梁 と 耐 震 壁 と の 取 り 合
い 部 に 一 般 に 用 い ら れ る 接 合 用 の 鉄 筋 等 を 突 出 さ せ る こ と な く 、 耐 震 壁 と 大 梁 と の 接 合 強
度 は 十 分 に 確 保 さ れ て お り 、 容 易 に 一 体 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 に よ れ ば 、 床 ス ラ ブ 上 面 か ら 直 上 階 の 床 ス ラ ブ 下
面 に 達 す る 高 さ を 有 す る 耐 震 壁 、 及 び 該 耐 震 壁 の 両 側 部 に 配 置 さ れ る と と も に 、 耐 震 壁 と
比 較 し て 高 さ の 低 い 対 を な す 柱 よ り な り 、 所 定 の 離 間 距 離 を 持 っ て 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数
の 耐 震 壁 構 造 体 と 、 前 記 柱 の 天 端 か ら 直 上 階 の 床 ス ラ ブ 下 面 に 達 す る 梁 成 を 有 し 、 前 記 耐
震 壁 に 対 し て 交 差 す る よ う に 配 さ れ 、 隣 り 合 う 耐 震 壁 構 造 体 の 向 か い 合 う 柱 の 上 部 ど う し
を 連 結 す る 大 梁 と を 備 え る 構 造 物 の 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 で あ っ て 、 床 ス ラ ブ の 上 面 に
、 前 記 耐 震 壁 構 造 体 を 構 成 す る 柱 の 柱 筋 及 び 耐 震 壁 の 壁 筋 を 配 設 し て 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト
を 構 築 し 、 こ れ ら を 囲 う よ う に コ ン ク リ ー ト 型 枠 を 配 置 し た 後 、 該 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト の
柱 筋 を 埋 設 す る 高 さ ま で コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 工 程 を 、 床 ス ラ ブ の 上 面 に 配 さ れ た 複 数
の 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト 各 々 に 対 し て 順 次 行 い 、 前 記 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 後 、 複 数 の 前 記 構
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造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト 各 々 に 対 し て 、 前 記 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト の 壁 筋 を 埋 設 す る 高 さ ま で 、 再
度 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と か ら 、 柱 筋 を 埋 設 す る 高 さ を 天 端 と し た コ ン ク リ ー ト が 硬
化 す る ま で の 時 間 に 、 柱 筋 を 埋 設 す る 高 さ を 天 端 と し た コ ン ク リ ー ト が コ ン ク リ ー ト 型 枠
よ り 吹 き 出 す こ と を 防 止 し な が ら 、 他 の 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト へ の コ ン ク リ ー ト の 打 設 作 業
を 平 行 し て 行 え る た め 、 平 行 作 業 に よ る 工 期 短 縮 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 耐 震 壁 を 備 え た 構 造 物 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 柱 筋 、 壁 筋 、 及 び 壁 梁 筋 の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 （ そ の １ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 耐 震 壁 構 造 体 の 構 築 方 法 （ そ の ２ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 構 造 物
２ 　 柱
３ 　 柱 筋
３ ａ 　 柱 主 筋
３ ｂ 　 帯 筋
４ 　 大 梁
５ 　 大 梁 筋
６ 　 耐 震 壁
６ ａ 　 コ ン ク リ ー ト 粗 面
７ 　 壁 筋
７ ａ 　 メ ッ シ ュ ユ ニ ッ ト
８ 　 壁 横 筋
９ 　 壁 縦 筋
１ ０ 　 構 造 体 配 筋 ユ ニ ッ ト
１ １ 　 壁 梁
１ ２ 　 壁 梁 筋
１ ２ ａ 　 壁 梁 主 筋
１ ２ ｂ 　 あ ば ら 筋
１ ３ 　 耐 震 壁 構 造 体
１ ４ 　 コ ン ク リ ー ト 型 枠
１ ５ 　 粗 面 形 成 型 枠
１ ６ 　 コ ン ク リ ー ト
１ ７ 　 パ ネ ル ゾ ー ン
１ ８ 　 床 ス ラ ブ
１ ９ 　 柱 接 続 筋
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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